
金の糸から地域の課題解決へ

金の糸アワード2024 事例報告【活動部門】
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発表の流れ

１．発表者自己紹介

２．開催までの経緯

３．開催結果（当日の会場の様子、参加者の声）

４．今後の展望
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１．発表者自己紹介（2025年5月時点）

➢広島県東広島市 在住

➢広島大学大学院 人間社会科学研究科

博士課程後期2年（教育科学専攻 日本語教育学プログラム）

➢研究テーマ：日本で働く元留学生のライフストーリー

➢日本語教師歴18年（パラグアイ→東京→大分→広島）

現在の勤務先

：東広島市内の大学、国際交流団体

（いずれも非常勤講師）



２．開催までの経緯

① 昨年の金の糸アワード 表彰式

➢ 一般参加者として観覧

→ 自分の身近なところから

実施できるのではないか

でも、具体的に
どうやって
始めたら
いいんだろう…？



２．開催までの経緯

② 「日本語教育系キャリアを

知る・聞く・話すランチ会」立ち上げ

→世話人になる

➢ 会の設立趣旨

：進路を考えるきっかけの提供

プログラム内での縦のつながり作り

→ 金の糸のコンセプトと合致するのでは？

会の特別編として
「金の糸」
やってみたい！



２．開催までの経緯

③ パイロット版の実施

➢ ランチ会やゼミの仲間と
オンラインで実施

感想
• 「自分はこんな性格なんだけどな」と思って
も自信が持てなかった部分を他の参加者が言っ
てくれたことで，自信がついた。
• 何度やっても新しい自分が見つけられそうで、
またやりたいなと思いました。
• 自分のことをこんなに深くまで掘り下げるの
は初めてかもしれません（笑）。昔の自分から
勇気をもらったような気がします。

「金の糸」
一般にも使える！
私にもできる！



２．開催までの経緯

④ 日本語教育学プログラム内で開催

➢ ML、ポスター掲示などで
参加者を募集

感想
•同じグループの方と似たような悩みを持っている
ことが分かり、「自分だけじゃないんだ」と感じ
られて少し楽になりました。
•そんなに言われたことのないことをたくさん褒め
てもらって、確かにそうかも！と自分の新たな一
面に気づくことができました。
•あまり話すのが得意ではない自分の回答も上手に
掘り下げてくださって、自分とたくさん向き合え
る時間になった。

次は学外の人にも
参加して
もらいたい！

参加者データ（7名）
・学部生2、修士3、博士2
・日本人4、留学生3



２．開催までの経緯

⑤ 市の補助金制度を知る

➢ 活用したいと考えるものの、
ランチ会担当の先生から指摘を受ける

「キャリア支援したい
のでお金ください」で
市は動かない



２．開催までの経緯

⑥ 日本語教育をめぐる
東広島市の課題に着目

➢ 総人口に占める外国人の割合（2025年3月）

：4.96% （9,448/190,363人） 

→ 県内1位
【参考】
広島市：1.71%
福山市：2.59%
呉 市：1.59%

全 国：2.66%



日本語教育をめぐる市の課題

日本語教育

人材の不足

日本語教育

専攻学生の

キャリア支援

日本人と

外国人の

交流不足

現職教員・ボランティアの負担増
→学習者一人一人と
じっくり向き合うことが難しい

日本人と外国人で
それぞれのコミュニティが
形成されている
→学習者が日本語を
リアルな生活の中で使う
機会が少ない

現場の日本語教師や学習者と
交流する機会が限定的

→漠然とした印象だけで
「日本語教師になる
／ならない」を選択して
しまう傾向

金の糸



金の糸によって期待される効果

日本語教育

関係者

出会いの場

日本語教育

専攻学生と

現場をつなぐ

学習者、教師、

学生が対等な

立場で交流

・潜在日本語教師や
日本語教育に関心のある人の
新たなキャリアが開かれる可能性

・学んだ日本語を使う機会の創出
・教師が学習者を

1人の人間として深く理解
→より学習者に寄り添った指導、
信頼関係の深化へ

・学生が日本語教育の現場を
具体的に知る機会創出

・将来的に地域の日本語教育に
貢献できる人材育成の
きっかけ作り外国人市民によりよい

日本語教育を提供



２．開催までの経緯

⑦ 補助金による助成決定

➢ 決算内訳
会場賃借料： ¥4,400

プロジェクターレンタル料： ¥1,850
すごろくセット×2 購入費： ¥6,280

すごろくセット送料： ¥980
チラシ印刷費： ¥520

ワークシート印刷費： ¥204
参加者への飲み物代： ¥1,248

―――――――――――――――――――――――
計： ¥15,482



２．開催までの経緯

⑧ 広報

市内の日本語教育関連施設にて
ポスター掲示、チラシ配布
・大学
・日本語学校
・国際交流施設
・ボランティア教室



その他工夫したこと

〇当日まで

➢インドネシア、ベトナムの大学から現地の日本語教師が研修に来ていた

→ 研修期間中の休日を開催日に設定

➢地域課題の解決や異文化交流を目的としたイベントであることを中心にアピール

→ 「キャリア支援／自己理解」と言われてもピンと来ない人でも参加できるイベントに

〇イベント当日

➢グループ編成はくじ引きで決定

→ 同じ出身地や属性の参加者が1つのグループに偏らないように配慮

➢海外では馴染みのない話題（給食、習い事など）についてはグループ内で自由に解釈、調

整可とした



参加者内訳：全17名
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３．開催結果
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0 2 4 6 8 10 12

その他

日本語教育専攻学生

日本語学習者

日本語教師

属性別（複数回答可）

日本語母語話者 非日本語母語話者

会場近くに
お住まいのCDAの方

日本, 6

中国, 7

韓国, 1

ベトナム, 2

インドネシア, 1

出身国別

12/7（土）14:00-17:00



当日の会場の様子
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参加者の声（アンケート結果）

はい, 17

いいえ, 

0

「金の糸」を

またやってみたいですか

17

充分にできた, 17

少しできた, 0

あまりできなかった, 0

全然できなかった, 0

自身やグループのメンバーに

好意的関心を持つことができましたか

充分にできた, 11

少しできた, 6

あまりできなかった, 0

全然できなかった, 0

地域の日本語教育関係者と

交流することができましたか
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日常生活の中では誰かと一緒にこのよ
うな振り返りがなかなかできないので、
本当に面白かったと思います。

参加者の声
（アンケート結果）

人と積極的に関わることが苦手でしたが、
人とのつながりをもっと大事にしたいと
思うようになりました。

人と話すことで自分のことも深めら
れるし、他の人のことも理解できて
良かったです。やっぱり話さないと
見えてこないものもありますね。

同じグループの人が外国の方
だったので、日本語教育関係者
との交流はあまりできなかった
です。

短時間にも関わらず、深く素晴
らしい話し合いができました。
自分の発見にもなりました。あ
りがとうございました。

留学生との交流で、多様な価値
観に触れる機会を設けていただ
きありがとうございます。とて
も良い学びとなりました。

「自分ってこう！」と
思っていた形は、他人か
ら見て同じ形ではなく、
色々な形が見えているこ
とがわかりました。思っ
たより〇〇じゃない、と
いうのが自分の中では救
いになりました。



【FTとしての収穫】

・まず「アンテナを立ててみる」「やってみる」こと
→自己成長の機会！
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ファシリテーター 所感

【よかった点】

・相互交流を目的とした
イベントとして一定の成果あり

・広報
：相互理解や地域貢献を強調

⇔アンケートで寄せられた声
：自己理解にも強い関心

→CDAの価値を再確認

【今後の課題】

・地域の課題解決に貢献できたか
→微妙なところ

・参加者の日本語能力や
ファシリテーション力が
総じて高かった（教師が多かったため）

→金の糸はそのような人だけを
対象にしたものではないはず



４．今後の展望

• 金の糸 × 学術研究

➢ 今回の取組について学会で発表予定

➢ 元留学生の支援にどう活かせるか
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まとめ
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開催のきっかけ
大学の日本語教育学プログラム内のキャリア支援活動
→学外の人ともやってみたい！

着目した点

日本語教育をめぐる地域課題の解決
・日本語教育人材の確保
・日本語学習者と母語話者の交流
・日本語教育を専攻する学生のキャリア支援
→三者の「出会いの場」「対等に交流できる場」を創出

工夫した点
市の補助金制度を活用
同じ出身地や属性の参加者が偏らないグループ編成
海外で馴染みのない話題への配慮 など

得られた成果と
今後の課題

5か国17名の参加
→自己理解、相互交流のイベントとしては成功 地域貢献としての成果は？
ファシリテーターとしての自己成長の機会
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